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資料６ 

1. 市民アンケート実施計画 

1.1. 市民アンケートの実施目的 

中心市街地の活性化に関する取組をより効果的に訴求させるため、施策展開のター

ゲットの設定が重要となる。そのため、属性別に、今後の中心市街地の活性化に向けて

欠かせない視点である「住み続けられる、住みたいと思える」という観点やこれまでの

取組の評価といった観点から、中心市街地活性化に対するニーズや感じている課題等を

把握する。調査結果は、ターゲットを想定した施策検討や今後注力すべき施策、必要性

を再考すべき施策の検討に活用する。 

 

1.2. 市民アンケートの実施方法 

市民アンケートの概要は下記の通り。 

項 目 概 要 

目的 中心市街地活性化に対して感じている課題、ニーズ、評価を把握 

調査結果の

活用先 

ターゲットを想定した施策検討や今後注力すべき施策、必要性を再考す

べき施策の検討に活用 

調査方法 郵送調査 

（調査票は郵送（※）、回答は郵送またはインターネットのいずれか） 

※高校はアンケートページアドレスを発注者より配信 

調査対象 市内居住者 3000人 

■高校生：約 1610人⇒1290票（80％） 

（参考）・三重県立上野高校 693人（R4.5） 

・三重県立伊賀白鳳高等学校 696人（R5.5） 

・三重県立あけぼの学園高等学校 222人（R5.5） 

■その他（子育て世代、高齢者等含む） 

・18歳以上 80歳未満 2000人を無作為抽出⇒600票（30％） 

調査時期 10月 4日発送予定、10月 20日返信〆切 

調査項目 

( 市 民 ア ン

ケート) 

(1)属性 

 年齢、住まい、職業、家族構成 

(2)中心市街地の利用状況 

中心市街地を訪れる主要目的・頻度 

立寄り箇所数 

交通手段 

(3)居住意向 

 中心市街地への居住意向とその理由 
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1.3. 市民アンケートの調査票 

次頁以降に示す。 

 

(4)中心市街地の魅力と課題 

中心市街地を代表する資源 

魅力／課題を感じる事項 

(5)中心市街地のこれまでの変化と期待する変化 

5年前と比較した訪問頻度の変化とその理由 

5年前と比較したまちの変化（魅力、賑わい、回遊性、歩きやすさ等） 

中心市街地の活性化についての考え 

期待する変化（期待されるまちの機能、魅力向上、回遊性向上） 

(6)既存の施策に対する意向 

基本方針１～３の細目方針に関する満足度・重要度 

 

高校生アン

ケート 

(1)属性 

 学校、学年、住まい 

(2)中心市街地の利用状況 

中心市街地を訪れる主要目的・頻度 

立寄り箇所数 

交通手段 

(3)将来の意向 

 希望する就職場所とその理由 

 伊賀地域へのUターン意向がない場合の戻りたいと思う条件・環境 

伊賀地域へのUターン意向がある場合の中心市街地への居住意向とそ

の理由 

(4)中心市街地の魅力と課題 

中心市街地を代表する資源 

魅力／課題を感じる事項 

(5)中心市街地に期待する変化 

期待する変化（期待されるまちの機能、魅力向上、回遊性向上） 

(6)その他 

 中心市街地ににぎわいを取り戻すためのアイデア 

 野市駅と上野市旧庁舎を繋ぐ丸之内地下道を有効に活用し、人通りが

絶えなくなるようなアイデア 
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1.4. 高校生アンケートの調査票 

次頁以降に示す。 
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